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 新旧部門長からのメッセージ  

第 98 期部門長退任のご挨拶 

第 98 期エンジンシステム部門 

部門長 

志賀 聖一 
(ものづくり研究機構) 

 

 
１年という期間はつくづく短いと思う．予算や事業

のことを少しは理解できたような気がしたところであ

った．結局，部門間連携も流体工学部門とできつつあ

るだけで，熱工学，動力エネルギ，技術と社会，など申

請書をつくり，部門長に連絡したくらいまでで時間切

れとなった．たしかに総合学会の利点を活用しない手

はないわけで，エンジンシステム部門には，燃焼学会

や微粒化学会などの専門学会で活躍している先生がた

も多くおられることから多様な連携ができることが期

待される．さて，部門長，幹事の任期は 1 年であるが，

各種委員会の委員長，幹事は２年である．このことが，

実質的な部門運営をささえていることをしみじみと感

じた．人によっては，２期目もご担当していただき頭

の下がる思いである．まったくのボランティアであり

ながら，労苦をいとわずやり遂げるかたがたあっての

部門活動であることは間違いない．改めて厚く御礼申

し上げたい． 
この 1 年の大きなできごとはなんといってもいまだ

収束を見ない COVID-19 で，学会活動にも大きな影響

があった．部門運営でも，すべてがリモート開催とな

った．ざっと年間 100 万円の活動資金のおもな収入は

交付金に加えて学会や講習会の参加費であり，支出は

それらの運営費，そして研究会や運営委員会の開催費

であるが，支出がかなり抑制された．それは，委員など

の旅費がなくなったためである．私も研究会，年次大

会，その他の学会に参加したが，自宅などにいながら

にして参加できるありがたさを知った．これは革命的

な体験と言っていい．参加者数もおおむね増加してい

る．私の現職は産学連携が主務で，いわゆる講習会が

多い．あたりはずれは大きいが，こちらもおおむねリ

モートとすることで参加者を増やしている．一部のご

高齢のかたがたからは不評ではあるが，大きな会場で，

見えにくいスライドで，手をあげても時間切れと言わ

れるのに比べれば，スライドは画面いっぱいで，発言

できなければチャットという手がある．チャットだと，

どきどきして発言がはばかられる参加者でも，どんど

ん質問ができる．よって，概して質疑は活発になる．大

学では，研究の主体を担う大学院生の学会発表が義務

となっているところが多いだろう．先生が自分の旅費
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を研究費からだして，学生には自費で行け，とは言い

にくい．かといって，場合によっては 20 人もいる学生

の旅費をだすのは決して簡単ではない．というわけで，

この 12 月の内燃シンポは「ハイブリッド」とした．会

場のマイクをコンピュータにつなげるのがポイントに

なるようであるが，手作りでなんとかする．懇親会場

となるダニエルハウスも営業を開始した．まだまだ不

透明ではあるが，皆様と群馬県太田市の地でお会いす

るか，リモートでお会いできることが待ち遠しい． 
 
第 99 期部門長就任のご挨拶 

第 99 期エンジンシステム部門 

部門長 

小酒英範 
(東京工業大学 工学院)  

 
COVID-19 パンデミックにより社会における移動の

意義が問われ，その価値の変容が加速している．自動

車産業においてCASE やMaaSといった分野を超えた

連携技術の開発がすでに始まっている中，今回のパン

デミックは，技術者だけでなく一般利用者の当該技術

分野に対する関心と要望を急速に高めたのではないだ

ろうか．これまで既存技術の改良という開発指向で移

動機械や移動システムが造られてきたのに対し，今後

は，利用者視点がより重視され，プロダクトが利用者

の意向により劇的に変化すると予想される．移動機械

の形態が大きく変化すれば，その動力も変化しなけれ

ばならない．また，昨年の菅首相の 2050 年カーボンニ

ュートラル宣言により化石燃料を用いる熱機関の意義

についても再考が求められている．移動機械の動力の

座を 200 年以上（蒸気機関鉄道含む）にわたり占めて

きた熱機関の将来像を，これに係る技術者により今ま

さに議論しなければならないと思う． 
2050 年カーボンニュートラル達成に向けても，熱機

関は必要技術であり続けることには論を俟たない．再

生可能エネルギー由来電力の増加に対し電力を安定供

給するための要素技術として，社会全体の省エネルギ

ーのための要素技術として，また，これまでの技術蓄

積による生産性や経済性の高さ，従来エネルギインフ

ラの有効利用といった観点からも，熱機関を上手に使

うことは 2050 年カーボンニュートラル達成に貢献す

るであろう． 
しかしながら，次世代の技術者に求められることは

熱機関に特化した技術革新ではないであろう．技術者

には熱機関を成熟した技術としてシステムの中でいか

にうまく使うかが求められ，熱機関単体の技術イノベ

ーションのみに頼ることはできない．エネルギー変換

効率の面で，熱機関における燃焼による化学エネルギ

ーから熱エネルギーへの変換時のエクセルギー損失は，

これを伴わない燃料電池に対し原理的に不利であり，

熱機関単体の熱効率向上だけに注力しても移動機械の

動力として熱機関を使う意義はそれほど高まらない．

熱機関が移動機械の動力として必要であり続けるのは，

利便性や経済性を含む，移動システムの動力として求

められる工業的，工学的な要求事項への適応力の高さ

によるものであろう． 
本稿を執筆するにあたり，1987 年にエンジンシステ

ム部門が設置されたときに発行された部門ニュースレ

ター第 1 号を参照した．初代エンジンシステム部門長

の池上詢先生は当部門発足の挨拶文中で，「（エンジン

は）基礎となる学理および技術は極めて高いレベルに

あっていわば成熟技術と考えられています．しかし，

エンジンとそれらを取り巻く工学と技術の重要性はい

ささかも減っておらず，むしろ用途の多様化，（中略），

利用拡大，環境問題やエネルギー問題への対応など解

決すべき課題は増加しています」と書かれている．こ

のことは現在でも変わっておらず，エンジンシステム

の学術体系としての本質を簡潔かつ端的に記述されて

いる．要素技術の磨き上げとシステム全体の最適化の

両方が求められることは今でも変わらないが，そのバ

ランスは変化していると思う．現在では，熱機関単体

の熱効率向上技術に代表される従来の個別課題から，

移動システムにおける熱機関の最適化等の全体課題へ

と重心が移りつつある．他のエネルギー変換技術の急

速な発達に直面し，たとえ熱機関が移動システムの動

力としての主座を奪われたとしても，熱機関に関する

研究開発に携わることで得られる技術者としてのアビ

リティは他では得難く，とても有用であろう．しかし，

学術分野としてエンジンシステムは，エンジン工学よ

りシステム工学としての色を濃くしていくのではなか

ろうか． 
上記内容に対し反対意見を述べる方は多いであろう．

エンジンシステム部門の将来ビジョンを検討する場を

設け，さまざまな意見を持つメンバーに参画いただき

議論することを計画している．ビジョンの検討と共有

により，急激に変化する社会の要求にこたえられる部

門へと進化できると考える． 
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エンジンシステム部門・2021 年度（99 期）代議員 30 名 
（部門長より支部へ選任依頼の結果選出された部門代議員） 

関東（0 区 13 名）：今岡（日産），金子（千葉大），川上（法政大），小酒（東工大），佐藤（東工大），
鈴木（サクション瓦斯），田貝（IHI 原動機），高林（ホンダ），田辺（日大），横森（慶大） 

東北（1 区 1 名）：末永（岩手大） 
北海道（2 区 1 名）：城戸(北海道科学大) 
東海（3 区 6 名）：井原（大同大），川岡（スズキ），柴田（デンソー），高橋（岐阜大），田村（東

邦ガス），吉松（トヨタ） 
関西（4 区 5 名）：河崎（滋賀県大），桑原（阪工大），芹澤（ダイハツ），松村（同志社大），宮本
（川崎重工） 
中国四国（5・6 区 2 名）：河原（岡山大），山川（マツダ） 
北陸信越（7 区 1 名）：手崎（富山大） 
九州（8 区 1 名）：北川(九大) 
 
 
 

エンジンシステム部門 
部門登録会員 
第１位登録 991 名 
第２位登録 480 名 
第３位登録 395 名 
第４位登録 250 名 
第５位登録 130 名 
（計 2,246 名） 

2021 年 2 月末 

日本機械学会・エンジンシステム部門・2021 年度（99 期）組織表 

部門長 
 小酒 英範(東工大) 
副部門長 
 津江 光洋（東大） 
幹事 
 相澤 哲哉（明大） 

 

学会事務局 
部門事務担当 
大竹英雄 

総務委員会：エンジンシステム部門の業務遂行， 
 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾒｰﾙの配信（一般） 

委員長：小酒 英範（東工大）副委員長：津江 光洋（東大） 
幹事：相澤 哲哉（明大） 委員：中谷 辰爾（東大） 
 
 広報委員会：ニュースレター発行，HP 管理， 
      ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾒｰﾙの配信（行事） 
委員長：松村 恵理子（同志社大），幹事：小橋 好充（北大） 

技術委員会：研究会および分科会の統括 
委員長：高林 徹(ホンダ），幹事：飯島 晃良（日大） 
 
 
 

  
 

学会表彰・年鑑委員会：学会表彰，学会誌 8 月年鑑号 
委員長：川野 大輔（大産大），幹事：大嶋 元啓（富山県大） 

部門賞委員会：エンジンシステム部門賞 
委員長：田辺 光昭（日大），幹事：齊藤 允教（日大） 

講習会企画委員会：部門講習会の企画と実施 
委員長：井原 禎貴（大同大），幹事：堀部 直人（京都大） 

基礎教育講習会委員会：基礎教育講習会の企画と実施 
委員長：佐藤 進（東工大），幹事：平谷 康治（日産） 

内燃機関シンポジウム委員会：シンポの企画と実施 
委員長：志賀 聖一（MRO），副委員長：小酒 英範（東工大） 
幹 事：荒木 幹也（群馬大），横森 剛（慶大） 

年次大会企画委員会：年次大会の企画 
委員長：窪山 達也（千葉大），副委員長：大嶋 元啓（富山県大） 
幹 事：衞藤 邦淑（やまびこ） 

スターリングサイクル委員会：企画活動の総括 
委員長：鈴木 伸治（サクション瓦斯）， 幹事：上田 祐樹（農工大） 

エンジンリサーチ誌編集委員会：編集業務 
委員長：窪山 達也（千葉大），幹事：境田 悟志（茨城大） 

国際企画委員会：国際会議等の統括 
委員長：小川 英之(北大），幹事：佐藤 進（東工大） 

研究会 
A-TS 07-21（～2023/3） 
エンジン先進技術の基礎と応用研究会 
主査 桑原一成（阪工大），幹事 中園 徹（ヤンマー） 
A-TS 07-32（～2022/3） 
西日本エンジンシステム研究会 
主査 三上真人（山口大），幹事 瀬尾健彦（山口大） 
A-TS 07-43（～2023/3） 
九州先進エンジンテクノロジー研究会 
主査 森上修（九大），幹事 安藤詩音（九大） 
A-TS 07-47（～2023/3） 
先進内燃機関セミナー研究会 
主査 窪山達也（千葉大），幹事 衞藤邦淑（やまびこ） 
A-TS 07-48（～2022/3） 
北信越エンジンシステム研究会 
主査 榎本啓士（金沢大），幹事 大嶋元啓（富山県大） 
A-TS 07-49（～2022/3） 
スターリングサイクル機器を題材にした実践
的技術者教育に関する研究会 
主査 加藤義隆（大分大），幹事 戸田富士夫（宇都宮大） 
A-TS 07-50（～2023/3） 
北海道新エンジンシステム研究会 
主査 北川浩史（北科大），幹事 金子友海（北科大) 
A-TS 07-55（～2022/3） 
スターリングサイクルシステムによる未利用エ
ネルギー活用技術に関する研究会 
主査 平田宏一（海技研)，幹事 市川泰久（海技研） 
A-TS 07-57（～2022/3） 
内燃機関の熱効率 55％達成に向けた技術の道
筋を議論する研究会 
主査 芹澤毅（ﾀ゙ ｲﾊﾂ工業），幹事 小野泰久（ﾀ゙ ｲﾊﾂ工業） 
A-TS 07-58（～2022/3） 
広域融合による次世代エンジンシステム研究分
野の創生研究会 
主査 山田裕之（電大），幹事 小橋好充（北大) 
A-TS 07-59（～2021/10） 
高効率エンジン燃焼技術の高度化研究会 
主査 飯島晃良(日大)，幹事 桂 拓未(SUBARU) 
A-TS 07-60（～2023/3） 
ゼロ CO2 エンジン研究会 
主査 澤田大作(元東海大)，幹事 吉松昭夫(トヨタ) 

JSME, I Mech E, SAE 
 (SAGE) 

エンジンシステム 
部門運営委員会 

1 小酒 英範 
2 津江 光洋 
3 相澤 哲哉 
4 飯島 晃良 
5 中谷 辰爾 
6 松村 恵理子 
7 高林 徹 
8 川野 大輔 
9 田辺 光昭 
10 井原 禎貴 
11 佐藤 進 
12 窪山 達也 
13 窪山 達也 
14 鈴木 伸治 
15 小川 英之 
16 森上 修 

日本機械学会・部門協議会 
 

ロードマップ委員会：ロードマップの作成 
委員長：森上 修（九大），幹事：今村 宰（日大） 

シンポジウム 
実行委員会 
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 部門企画行事のお知らせ  

第 3２回内燃機関シンポジウム 

～中島飛行機発祥の地でエンジンの原点を

考えよう～ 

参加募集のご案内 

 

1979 年に第 1 回を開始し，1984 年から毎年開催と

なり，うち 2 回は国際化のためにソウルとジェジュで

開催し，今回 32 回目を迎えます．ときはまさに未曾有

の感染症が世界を吹き荒れ，そしていくつかの国々は

電 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
動化の前倒し発表と，内燃機関にもこれ以上ないほど

の向かい風が吹いています．このようなときこそ，エ

ンジン技術のふるさとの一つといえる太田の地で，私

たちが向かうべき道を冷静に，そして熱く語り合おう

ではありませんか．そのために，従来から発表では討

論に十分な時間を確保していることも特徴となってい

ます．ハイブリッド技術はもとより，CO2 をゼロにす

る取り組みなど，広く意欲的な研究成果の募集を開始

しました．魅力的な特別イベントも企画中です．シン

ポジウムの形式は，対面とリモートのハイブリッド開

催を前提として，多くの皆様のご参加を地域の人々と

ともにお待ちいたしております． 
 
＊感染症の状況により，完全オンラインとなる場合が    
あります． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 32 回内燃機関シンポジウム 

実行委員会 委員長 

志賀 聖一(地域産学官連携ものづくり研究機構) 
 

第 32 回内燃機関シンポジウム 

実行委員会 幹事長 

荒木 幹也(群馬大学)  

中島飛行機「誉」のエンジン図面（東大航空宇宙工学科所蔵（一色尚次氏，笠岡亥一郎氏から寄贈）） 
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【シンポジウムサイト】 
https://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2021.ph
p 
 
【開催日程】 2021 年 12 月 7 日（火）－ 9 日

（木） 

 
【参加登録費】 

 早 期 割 引 
(11/15 まで) 

11/16 ～ 当日 

正会員*1 ¥13,000 (税込) ¥16,000 (税込) 

一般 ¥28,000 (税込) ¥31,000 (税込) 

学生員*1 ¥4,000 (税込) ¥6,000 (税込) 

学生（会員外） ¥8,000 (税込) ¥10,000 (税込) 

*1 共催および協賛学協会会員は会員扱いとなります．  
 

＜重要＞ 
早期参加登録の適用は，参加登録が 11/15 までに完

了した事をもって適用致します． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2021.php
https://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2021.php
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COMODIA 2022 開催のご案内 

 
 

COMODIA 2022 - The Tenth International Confer-
ence on Modeling and Diagnostics for Advanced 
Engine Systems (第 10 回先進エンジンシステムのモ

デリングと診断に関する国際会議)が 2022 年 7 月 5 日

(火)～8 日(金)に札幌(北海道大学)で開催されます．

COVID-19 が予断を許さない状況であり，場合によっ

てはオンラインもあわせたハイブリッド開催となるこ

とも予想されますが，COMOIDA2017 (岡山)以来 5 年

ぶりの開催であることに加えて，そのほかにも現地開

催の国際会議が久しく行われていないということもあ

りますことから，是非とも現地開催で行いたいと考え

ております． 
第 10 回という節目を迎えます本シンポジウムは特

に産学連携を重視するとともに，「地球環境に対する最

適パワートレインに向けた内燃機関の追究」を主題に

掲げております．皆様から多くの講演の申し込みおよ

び参加をお待ち申し上げております． 

開催趣旨 

乗用車では EV シフトの風が吹いているが，自動車の

みならず船舶や建設機械などの各方面で内燃機関が担

っているパワートレインをバッテリー＋モーターが完

全に代替するにはまだ多くのブレークスルーが必要で

あり，さらには永久的に解決困難な課題も多い．した

がって，地球温暖化をはじめとする諸問題解決のため

には，内燃機関を主軸としたパワートレインが現実的

最適解の一つを与えるものと考えられる．本シンポジ

ウムでは，内燃機関におけるさまざまな燃焼技術，化

学反応，モデリングや診断技術に加え，エンジン制御，

トライボロジーを含めた基礎から応用にわたる幅広い

話題に関する最新情報を携えた産学の技術者や研究者

が世界各地から集って討論を重ねることにより，パワ

ートレインの最適解を追究する． 

締め切り 

講演申込（Abstract） 2021 年 11 月 30 日 
校閲用原稿（Draft Paper）2022 年 1 月 15 日 
最終原稿（Final Paper）  2022 年 4 月 30 日 

大会日程（予定） 
 2022 年 7 月 

5 日 受付，Welcome Party 
6 日 Plenary Lecture 1 件，一般講演 
7 日 Plenary Lecture 2 件，一般講演，Banquet 
8 日 一般講演 

Plenary Lecture 講師 
1. Dr. Paul Miles (Sandia National Laboratory） 
2. Prof. Michael Bargende (University of 

Stuttgart) 
3. Mr. Eiji Nakai (Mazda Motor Corporation) 

Organized Sessions（予定） 
OS1: Thermal Efficiency Improvement in SI 

Engines 
OS2: Thermal Efficiency Improvement in CI 

Engines 
OS3:  Modeling and Engine Control 
OS4:  Chemical Reaction Analysis  
OS5:  Aftertreatment 
OS6:  Lubricants 
OS7:  Carbon Neutral 
＊ 以上のほかに一般セッションも開催の予定 

ホームページ 
https://www.jsme.or.jp/conference/comodia2022/

 
 

 

 

 

 

 

COMODIA2022 

実行委員会 委員長 

小川 英之(北海道大学) 
 

  

COMODIA2022 

幹事 

佐藤 進(東京工業大学)   

https://www.jsme.or.jp/conference/comodia2022/
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 部門活動紹介  

部門賞贈賞報告 

 
第 98 期部門賞委員会 

委員長 

田辺 光昭(日本大学)  

 
幹事 

齊藤 允教(日本大学)  
 

2020 年度（第 98 期）エンジンシステム部門の部

門賞が決定いたしましたので，ご報告いたします．エ

ンジンシステム部門には部門賞として，功績賞，研究

業績賞，技術業績賞が設けられております．功績賞は，

部門に関連する学術，技術，国際交流などの分野にお

ける業績ならびに部門活動への貢献度が，特に顕著

であった個人に，研究業績賞は，部門に関連する学術

分野での業績が顕著であった個人に，技術業績賞は，

部門に関連する技術分野での業績が顕著であった個

人に，それぞれ贈られます．2020 年度も例年どおり，

部門の代議員，運営委員会委員長，部門所属分科会，

研究会主査の方々から候補者をご推薦いただき，部

門賞選考委員会において選考を行いました．その結

果，以下のように 3 名の方が受賞されます． 
 

１．功績賞 
東海大学 
特任教授 畔津 昭彦 氏 
「エンジントライボロジー用の新しいレーザー計測

技術をはじめとした長年の研究開発と教育への貢献，

および第 93期エンジンシステム部門長などのエンジ

ン関連分野学会活動への貢献」 
（1978 年 東京大学工学部機械工学科卒業 1983 年 
東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻博士課程

修了 1983 年 通商産業省工業技術院機械技術研究

所研究員 1986 年 東京大学工学部機械工学科助教

授 2002 年 東海大学工学部機械工学科教授 2020
年 東海大学総合科学技術研究所特任教授 2021 年 

東海大学工学部機械工学科特任教授） 
 
２．研究業績賞 
早稲田大学 
教授 草鹿 仁 氏 
「自動車用パワートレインの高効率，低公害化の研

究」 
（1995 年 早稲田大学助手 1997 年 早稲田大学大学

院理工学研究科後期博士課程修了 1999 年 早稲田

大学専任講師 2001 年 早稲田大学准教授 2005 年

～2006 年 シャルマーズ工科大学訪問教授 2008 年 
早稲田大学教授） 
 
３．技術業績賞 
株式会社豊田中央研究所 
主任研究員 野村 佳洋 氏 
「エンジンの高効率化・開発工数削減に向けた噴霧・

燃焼・熱損失の予測技術に関する研究開発」 
（1985 年 岐阜大学工学研究科機械工学修了 1985
年 株式会社豊田中央研究所入社 1995 年 岐阜大学

工学研究科生産開発システム工学修了（工学博士） 

2003 年～2004 年 岐阜大学大学院工学研究科 非常

勤講師 
 

また，エンジンシステム部門では，部門に関連する

シンポジウムなどで優れた講演発表を行った 35歳以

下の会員を対象に，「ベストプレゼンテーション表彰」

を行っております．同時に，2021 年 4 月 1 日現在で

26 歳未満の会員を対象に，「日本機械学会若手優秀講

演フェロー賞」の選考を行いました．2020 年度は，

以下の 4 名の方が選ばれました． 

 

４．ベストプレゼンテーション表彰 
名城大学 三田村 祐綺 氏 
題目：「アルミニウム合金におけるフラーレン分散

潤滑油剤の摩擦特性」 
（2020 年度年次大会） 
 

滋賀県立大学 出島 一仁 氏 
題目：「MEMS センサを用いたエンジン壁面の局所
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熱伝達の研究」 
（第 31 回内燃機関シンポジウム） 
 
北海道大学 奥野 圭将 氏 
題目：「内燃機関を用いたディーゼル燃料の部分酸

化改質」 
（第 31 回内燃機関シンポジウム） 

 

５．日本機械学会若手優秀講演フェロー賞 
東北大学 向山 泰地 氏 
題目：「乱流式定容器を用いた SI 機関の希薄限界と

燃料特性の関係に関する研究」 
（第 31 回内燃機関シンポジウム） 
 

なお，部門賞，ベストプレゼンテーション表彰，日本

機械学会若手優秀講演フェロー賞の贈賞式は，例年，

年次大会にて執り行っておりましたが，今年度も昨

年度に引き続き年次大会が WEB 講演会となったこ

と，および懇親会，部門同好会が開催されなくなった

ことを受けまして，贈賞式を中止といたしました．本

紙面をお借りして，受賞者の方々に祝意を表します 

 

 

 

 

 

 

 
 

功績賞 

畔津 昭彦 氏 

 
 

研究業績賞 

草鹿 仁 氏 

 
 

技術業績賞 

野村 佳洋 氏 

 

    

                      
ベストプレゼンテーション賞    ベストプレゼンテーション賞    ベストプレゼンテーション賞    若手優秀講演フェロー賞 

三田村 祐綺 氏        出島 一仁 氏           奥野 圭将 氏        向山 泰地 氏 
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 研究会活動紹介  

A-TS 07-32 

西日本エンジンシステム研究会 

 
 

主査  

三上 真人（山口大学） 

  

 
幹事  

瀬尾 健彦（山口大学）  
 
西日本エンジンシステム研究会は、1992 年に故・濱

本嘉輔先生（当時、岡山大学）が主査として立ち上げら

れた研究会であり、主として中国四国地区においてエ

ンジンシステム関連の研究を行う大学、高専、企業の

研究者から構成される研究会です。私どもは前任の主

査・幹事を務められた徳島大学の木戸口善行先生・名

田譲先生から引継ぎ、2020 年度から本研究会のお世話

をさせていただいております。 
本研究会設置の目的は 

① エンジンシステムに関する基礎的、応用的研究につ

いての情報交換ならびに研究のニーズとシーズを

探ること 
② エンジンシステムに関する研究を通じて、次世代を

支える研究者、技術者を育成すること 
です。 
これらの目的を達成するために、研究会メンバーだ

けでなく多くの学生も参加し、毎年２泊３日の研修会

形式で夏季シンポジウムを主たる行事として開催して

きました。1992 年の初回には参加者が 50 名程度でし

たが、最近は学生も含めて 100 名を超える規模にまで

拡大してきています。泊まり込みで懇親会ありの研修

会形式のため、研究会メンバーだけでなく、学生のコ

ミュニティ形成にも大きな効果を発揮してきています。

シンポジウムの研究発表では、故・濱本先生の「ディス

カッションを止めるな！」のお考えに賛同し、質問の

手が挙がる限りは次の講演に移らない、多くの質問を

引き出した発表に賞を授与するなど、ディスカッショ

ンを活発化させるための取り組みを様々試みてきてい

ます。最近はポスターセッションも導入し、さらにデ

ィスカッションの活発化を試みています。 
 このような活動を行ってきた本研究会も、新型コロ

ナウィルス感染症 COVID-19 の拡大により、2020 年

度から対面での活動ができなくなりました。 
 本研究会の性格上、面着での議論、コミュニケーシ

ョンを重要視してきただけに、2020 年度は研究会活動

の中止もやむなしと当初は考えました。そんな時、故・

濱本先生の「ディスカッションを止めるな！」の声が

頭の中で響きました。ディスカッションを止めるどこ

ろか、ディスカッションを行う場さえ作っていない．．．

そこで、泊まり込みで懇親会ありの研修会と比べれば

かなりの妥協ですが、オンラインでの Webinar を行う

ことにしました。 
 2020 年度に行いました Webinar は以下のとおりで

す。 
 
第 1 回 Webinar 
開催日時： 2020 年 9 月 23 日（水） 
開催方法： ZOOM 
講師： 西田 恵哉 先生（広島大学） 
題目： 燃料噴霧の濃度測定に関するお話しと、 

エンジン燃焼技術の壁 4 話 
参加者数： 84 名 
概要： 燃料を直接噴射し燃焼させるディーゼルエンジ

ンのなどの燃焼特性を考える上で、燃料噴霧と燃料蒸

気濃度を把握することは非常に重要である。これまで

西田先生が研究されてきた噴霧濃度や燃料蒸気濃度を

計測するための手法について、シュリーレン法から始

まり、独自の LAS:UV-VIS 法までについて詳細に説明

された。また、エンジン燃焼技術の向上に対する壁と

なる問題点についても紹介された。 
 
第 2 回 Webinar 
開催日時： 2020 年 9 月 29 日（火） 
開催方法： ZOOM 
講師： 中北 清己 先生（元豊田中央研究所） 
題目： 自動車用ディーゼルエンジン 

-技術開発トレンドと今後- 
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参加者数： 101 名 
概要： 乗用車用のディーゼルエンジンの直近の約 30 
年間の技術トレンドについて紹介いただいた。その中

で新開発技術と代表的な市販エンジンについて説明さ

れた。そして、開発を支えたディーゼル燃焼の計測・解

析とその過程で得た「学び」について紹介された。 
 
第 3 回 Webinar 
開催日時： 2020 年 10 月 2 日（金） 
開催方法： ZOOM 
講師： 畑村 耕一 先生（畑村エンジン研究事務所） 
題目： 自動車パワートレインの最新技術動向、 

エンジンはなくならない 
参加者数： 103 名 
概要： 世界的な動向として、燃料を燃やしエネルギー

を取り出すエンジンの代わりに電気を用いるモーター

へとパワートレインをシフトさせる傾向にある。本講

演では、エンジンの重要性と、電気へのシフトの困難

性について紹介された。また、これからの自動車のパ

ワートレイン、特に内燃機関の開発動向について、各

自動車会社の取り組み状況、e-fuel や DAC などカーボ

ンニュートラル技術についても紹介しながら説明され

た。 
 
 新型コロナウィルス感染拡大に対する日本機械学会

の 2021 年度の対応方針を受け、研究会メンバーで

2021 年度の活動方針について検討を行いました。その

結果、オンラインではありますが、夏季シンポジウム

を開催する方向となりました。特に、本研究会の目的

の一つである、「次世代を支える研究者、技術者を育成

する」という視点の大切さが再確認されました。その

ため、学生達のコミュニケーションを促進し、ディス

カッションを活性化するための方策も何か試みる予定

です。 
 ２泊３日の研修会方式については、新型コロナウィ

ルスの感染拡大という状況がなかったとしても、100
名を超える参加者の宿泊・研修の可能な施設の確保の

困難さは問題点として挙がりつつありました。また、

たびたび台風に見舞われ、予定を変更したり、開催が

中止となったこともありました。この未曾有の状況を

頭を使う好機と捉え、新しい研究会の形を模索して行

きたいと考えております。 

A-TS 07-55 

スターリングサイクルシステムによる未利

用エネルギー活用技術に関する研究会 

 
 

 

 
主査  

平田 宏一（海上・港湾・航空技術研究所） 

  

 

幹事  

市川 泰久（海上・港湾・航空技術研究所）  
 
１．研究会のご紹介 

本研究会は，2013 年（平成 25 年）に，設置されま

した．これまでに年１回の研究会を開催し，研究者，技

術者間の情報交換，研究討論を行ってきました．本稿

では，これまでの活動状況について報告します．なお，

本研究会では、教育を主な対象としている『スターリ

ングサイクル機器を題材にした実践的技術者教育に関

する研究会』との共同研究会の開催も行ってきました． 
当研究会設置の背景や目的を紹介します．近年，地

球規模での環境問題が取りざたされており，高熱効率

性や燃料，熱源の多様性といった優れた特徴を持つス

ターリングサイクル機器への期待が高まっています．

昨今のスターリングサイクル機器への要望は，家庭用

コジェネシステムなどに用いる高効率エンジンをはじ

め，バイオマス燃料や太陽熱，地熱などの再生可能エ

ネルギー，あるいは工場排熱や内燃機関の排熱を利用

する環境調和型機器など多岐に渡っています．本研究

会では，スターリングサイクル機器を用いて，これら

の未利用エネルギーを有効に活用するための知見や設

計思想を集積して，従来から進められてきた関連技術

の改善と新たなブレークスルー技術の構築に向けた基

盤を形成することを目的としています． 
本研究会でのスターリングサイクル機器の対象は，

スターリングエンジンや冷凍機のほか，スターリング

サイクルと関連の深い熱音響機器も技術テーマになっ

ています． 
当研究会には，大学や企業，公的研究機関などに所

属する研究者，技術者 22 名が参加しています． 
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２．研究会の内容 
これまで開催した研究会の講演内容について，以下

に紹介します． 
 
2013 年度（平成 25 年度） 
『バイオマスボイラーを用いた 10kW 級スターリング

発電システム』，鈴木伸治 氏（株式会社サクション瓦

斯機関製作所）  
 
『排熱利用スターリングエンジンの制御技術』，平田宏

一 氏（海上・港湾・航空技術研究所） 
 
2014 年度（平成 26 年度） 
『音と流れの画像にもとづく計測』，小林健一 先生

（明治大学） 
 
『熱音響の共鳴に関する研究』，明治大学学生 
 
『太陽熱で駆動する熱音響エンジンの開発』，明治大学

学生 
 
2015 年度（平成 27 年度） 
『実験用スターリングエンジンの再生器性能』，平田宏

一 主査（海上・港湾・航空技術研究所） 
 
『音速測定から推定する再生器の等価流路径と抵抗係

数』上田祐樹 先生（東京農工大学） 
 
『金属ファイバー焼結体の再生器性能について』，石井

大樹 氏（富士フィルター工業株式会社） 
 
2016 年度（平成 28 年度） 
『木質ペレットの燃焼』，齊藤剛 先生（明星大学） 
 
『多種熱源を用いたスターリング発電システムの実

証』，関谷弘志 先生（早稲田大学） 
 
2017 年度（平成 29 年度） 
『舶用ガスエンジンの排熱回収について』，市川泰久 

氏（海上・港湾・航空技術研究所） 
 
『二次空気旋回流を利用した木質ペレット燃焼器の研

究』，明星大学学生 
 
2018 年度（平成 30 年度） 
『商用車用排熱回収システムへの取り組み』，阿部誠 

氏（株式会社いすゞ中央研究所） 
 
『平板伝熱面を用いた低温度差模型スターリングエン

ジンで簡易な数値流体解析を 
用いた事例の紹介』，加藤義隆 先生（大分大学） 
 
2019 年度（平成 31 年度） 
『エントロピ生成極小化によるエンジンパラメータの

最適化の例と無次元パラメータによるその位置づけ』，

原村嘉彦 先生(神奈川大学) 
 
３．おわりに 
 当研究会では，スターリングサイクルシステムによ

る未利用エネルギー活用技術に関する，研究者，技術

者間の情報交換，研究討論の場として活動を行ってき

ました．本研究会にご興味がある方は，平田宛

（khirata[at]m.mpat.go.jp [at] は@に変換してくださ

い）にお問い合わせを頂ければ幸いです． 
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 海外滞在記  

アメリカの近況 

カーボンニュートラルに向けて 

 

 

 
大澤三保                     

（ミシガン州在住自動車コンサル   
タント、日本自動車殿堂顧問） 

  
 
アメリカもバイデン政権に変わってからは、パリ協

定に復帰してカーボンニュートラル化に拍車がかかっ

ている。アメリカの面白いところは、政権が変わると

環境、自動車政策も変わってくることである。例えば、

民主党のクリントン政権ではハイブリッド車、共和党

のブッシュ政権では燃料電池車、民主党のオバマ政権

では EV、共和党のトランプ政権では内燃機関？/火力

発電、そしてバイデン政権では EV/再生可能エネルギ

ーと変移している。 
また、パンデミックにより、生活や仕事の仕方も変

わり、モビリティーに対する考え方も変わってきてい

る。 
昨年は、イベントは全て中止、又はオンラインに切

り替わったが、最近は、各州で規制を緩和、又は解除し

たため直接、イベントに参加できる機会が増えてきて

いる。今年の SAE の HEICES と WCX は基本的には

オンラインであったが、WCX はわずかであるが直接参

加が認められていた。私が住むミシガン州は、6 月 22
日に COVID-19 の規制が完全に解除されて屋内の収容

人数制限やマスク着用のルールがなくなり、現時点で

は、これから秋にかけてドリームクルーズ(Dream 
Cruise)や北米自動車ショーの代替ショーであるモー

ターベラ(Motor Bella)などが開催されることになって

いる。しかし、ニューヨーク自動車ショーは、今年は開

催日を夏に変更して 8 月 20 日から開催する予定であ

ったが、コロナが拡大したため 8 月 4 日に中止が発表

されている。 
6月 19 日にミシガン州カラマズーの北東にあるギル

モア自動車博物館(Gilmore Car Museum)へ空冷車シ

ョーとマイクロ/ミニカーショーを見に行った。ギルモ

ア自動車博物館は日本人にはあまり馴染みがないが、

広大な敷地に幾つかの建物からなる自動車博物館で全

米でも最も優れたコレクションがある。これは屋外の

イベントだったが、かなり辺鄙な場所にあるにも関わ

らず多くの人が訪れていた。マイクロ/ミニカーショー

は、ヨーロッパ車が中心であったが、スバル 360 とヴ

ィヴィオ、日産フィガロとパオ、スズキ・カプチーノ、

ダイハツ・ミラなどの日本車を見ることができた。マ

イクロ/ミニカーはアメリカでは珍しいこともあり、試

乗/体験コーナーで多くの人達が楽しんでいた。ギルモ

ア自動車博物館では、春から秋にかけて屋外でコンサ

ートを初め、様々なイベントが開催されている。また、

T 型フォードの教習クラスもあり、実際に運転するこ

ともできる。冬季の 12 月 1 日から 3 月 31 日まではメ

インの建物のみしかオープンしていない。 
Home | Gilmore Car Museum 

 
 

 
 
 

 
 

ギルモア自動車博物館の空冷車ショー、      

Hasslen 夫妻と共に 

ギルモア自動車博物館のマイクロ/ミニカーショー 

 

https://gilmorecarmuseum.org/
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毎年、7 月末にコンコース・デレガンス・オブ・アメ

リカ(Concours d’Elegance of America)がデトロイト

近郊のプリマスのホテル、The Inn at St. John’s で開

催されている。昨年は、パンデミックで中止になった

が、今年は少し小規模であったが復活した。The Inn at 
St. John’s での開催は今年が最後で、来年からはデト

ロイトのミッドタウンで開催される。黎明期から現在

まで、そしてエレガントなクルマから最新のスポーツ

カーまで様々な愛車を競い合って展示している。そし

て、各カテゴリーにおいて賞が与えられている。イベ

ントは 7 月 23 日から始まり、最終日の 7 月 25 日の日

曜日は愛車の展示会となる。このようなクラシックカ

ーを中心とした自動車ショーにもカーボンニュートラ

ル化が押し寄せているのか？EVピックアップ/SUVの

ベンチャー企業のボリンジャー(Bollinger Motors)も
プロトタイプを展示していた。 
 
 

 

 
 
 

今年の北米自動車ショーの代替えとなるモーターベ

ラは、デトロイトから 40Km 北にあるポンティアック

で開催される。昨年から北米自動車ショーは、夏に開

催して自動運転など屋外でのイベントも含めた大々的

な自動車ショーに転換する予定であったが、パンデミ

ックで中止になった。今年もデトロイトでショーが行

われないため、デトロイトディーラー協会(Detroit 
Auto Dealers Association) とダウンタウンデトロイ

ト ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ (Downtown Detroit 
Partnership)は、8 月 5 日から 8 日にデトロイトのダ

ウンタウンでモーターシティー・カー・クロール(Motor 
City Car Crawl)を開催した。デトロイトのダウンタウ

ンのビーコン・パーク(Beacon Park)、キャデラック・

スクエアー(Cadillac Square)、キャンパス・マーシャ

ス・パーク(Campus Martius Park)、キャピトル・パ

ーク(Capitol Park)、グランドサーカス・パーク(Grand 
Circus Park)、スピリット・プラザ(Spirit Plaza) の 6
つの公園で GM、フォード、ステランティス、トヨタ、

ヒュンダイのモデルが展示されていた。各公園では異

なるイベントも開催され、土曜日はキャンパス・マー

シャス・パークでデトロイトの子供達への基金集めの

チャリティーコンサートがあり、グラミー賞を受賞し

た Sheryl Crow がヘッドライナーを務めた。ビーコン・

パークでは、デトロイトの電力会社の DTE Energy が

低炭素化をサポートするため、再生可能エネルギー、

建物の省エネ技術や EV と充電器についての説明をし

ていた。そして、フォードの EV のムスタング Mach-
E とハイブリッド・ピックアップトラックのマーベリ

ックを展示していた。小規模のイベントを 6 つの公園

ギルモア自動車博物館 

 

コンコース・デレガンス・オブ・アメリカ 

コンコース・デレガンス・オブ・アメリカ 
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に分散していたため、デトロイトのダウンタウンを歩

いて良い運動にもなったし、また新しいお店やレスト

ランなどの発見もあった。 

 
 
 

7 月 22 日に米国自動車殿堂の殿堂式典がデトロイ

トのリバーフロントにある The ICON Detroit で開催

され、日本自動車殿堂の顧問として招待して頂いた。

ここは、以前は UAW と GM が共同で所有していた人

事のトレーニングセンターであったが、昨年、売却さ

れて現在はイベントホールやオフィス、アトリウムな

どを含む多目的な商業施設へと生まれ変わっている。  
式典前のレセプションと式典後のアフターグローの

パーティーは、デトロイト川に面する庭園、そして式

典と食事は 1000 人収容のホールで行われた。昨年は式

典が中止になったため、今年は 2020 年と 2021 年のダ

ブル式典となった。式典には 700 人以上の人達が出席

しており、The ICON Detroit では、今年最大のイベン

トになったそうである。アフターグローでは、デトロ

イト川に花火も揚がった。ミシガン州では、花火は独

立記念日の週しか揚げられないが、ライセンスを持つ

専門業者を通して申請すればデトロイト川に 8-10 分

間、花火を揚げることができるそうである。 
昨年、殿堂入りしたコメディアン/トークショー・ホ

ストの Jay Leno 氏は式典には来ていなかったが、彼の

カーコレクションが保管されているガレージからビデ

オで受賞の挨拶を行った。さすがにトークショー・ホ

ストだけあり、観衆を魅了するスピーチであった。 
今年は 2001 年の Industry Leader of the Year を受賞

したトヨタ前会長の張富士夫氏、同じく 2001 年に

Distinguished Service Citationを受けたトヨタ現会長

の内山田竹志氏の受賞 20 周年であった。受賞 20 周年

記念として、米国自動車殿堂が今年の式典にお二人を

招待していたが式典には来られていなかった。 
この式典では、クルーズコントロールを開発して殿

堂入りした Ralph Teetor 氏の甥の Jack Teetor 氏や日

本も横断した 1908 年のニューヨークからパリへのレ

ースでトーマスフライヤーを運転して優勝した

George Schuster 氏の曾孫の Jeff Mahl 氏と知り合う

ことができた。 
 

 
 

モーターシティー・カー・クロール 

米国自動車殿堂式典 
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最後に私の地元のミシガン大学のオートラボの代

替燃料車の研究について簡単に紹介する。 
ミシガン大学では、エネルギーと環境の研究機関の

Michigan Energy Institute が Volker Sick 教授がディ

レクターを務める Global CO2 Initiative に統合され、

今まで以上にグローバルでの脱炭素の研究に取り組ん

でいる。Global CO2 Initiative は、ミシガン大学の関

連する全学部に展開されており、総合大学としての強

みを十分に活かしている。オートラボも Global CO2 
Initiative の一部として高効率の内燃機関、低炭素燃料、

電動化、バッテリーシステムなどの研究に励んでいる。 
現在の低炭素化に対応して、オートラボでは、マイ

クロ/マイルド/フルハイブリッドシステム、対抗ピスト

ンハイブリッドエンジン、バッテリーシステム、電動

化技術、パワートレインコントロール、ターボディー

ゼルエンジン、燃料電池、そして水素、DME、再生可

能ディーゼルなど代替燃料エンジンの研究を行ってい

る。また、急速充電器や V2G のプロジェクトも行って

いる。オートラボのディレクターの André Boehman
教授の研究室では、DOE のスーパートラックプロジェ

クトでボルボと熱効率 55%のディーゼルエンジンの共

同プロジェクトを行っているが、その他にも DOE の

プロジェクトで藻のバイオディーゼル、そして低炭素

燃料の水素、DME、再生可能ディーゼル/ガスなどの代

替燃料用 HD エンジンの研究をしている。HD トラッ

クでのカーボンキャプチャーや CO2 のリサイクルと

再利用、ソーラーから生成する水素の利用、バイオと

再生可能燃料の混合、そして DME とバイオ燃料、又

はプロパンの混合など内燃機関で低炭素化を実現する

研究に力を入れている。Boehman 教授は、DME は

efuel の一種であり、そしてリサイクルした CO2 を

DME に使いたいと言っている。トラックのカーボンキ

ャプチャーと CO2 のリサイクル/再利用ではパートナ

ーを探しているそうである。 
 
アメリカでは、バイデン政権になってからカーボン

ニュートラル化は促進しそうだが、様々な角度からの

研究開発に期待している。また、多くのイベントが復

活しているので、自動車に対する興味も高まり、自動

車業界が盛り上がることを願っている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシガン大学 Boehman 教授のラボ 
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 オンラインラボツアー  

 コロナ禍により移動が制限される以前は，旅先の大

学や研究機関での研究室見学を楽しみにされていた方

も多いのではないでしょうか．実験室の風景，工夫さ

れた新旧様々な実験装置，学生さんの説明，どれをと

っても研究室それぞれに個性があり，論文だけではわ

からないことも，現地では色々と知ることができたの

ではないかと思います． 
オンサイトの研究室見学が再開されるまで，まだ少

し辛抱が必要なようですが，YouTubeなど動画共有プ

ラットフォームを利用すればオンラインの見学が可能

で，これまで訪ねる機会のなかった研究室にも容易に

アクセスすることができます．そこで，広報委員会で

は，オンラインラボツアーを企画して，皆様にご案内

することにしました．今回はその第一弾として，東京

大学 山﨑研究室および北海道大学 エンジンシステム

研究室の二研究室にご協力いただきました．本企画を

通して，活発な国内エンジン研究の様子をご堪能いた

だければ幸いです． 

 

●東京大学 山﨑研究室 
 https://www.youtube.com/watch?v=Q_6fbu8sLzU 

 

●北海道大学 エンジンシステム研究室 

 https://www.youtube.com/watch?v=oV6iCMHI89k 

 
 

 こちらのリンクはエンジンシステム部門のホームペ

ージにも掲載しています．

（https://www.jsme.or.jp/esd/laboratory.html） 
今後も引き続き更新してまいりますので，大学，研

究機関の皆様におかれましては，動画のご投稿をよろ

しくお願いいたします． 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Q_6fbu8sLzU
https://www.youtube.com/watch?v=oV6iCMHI89k
https://www.jsme.or.jp/esd/laboratory.html
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●日本機械学会 2021年度 年次大会 
 開 催 日：2020/9/5 ‒ 8 

 オンライン開催 

 https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2021/top 

 

 

●SAE International 2021 Powertrains, Fuels & 
Lubricants Meeting 

 開 催 日：2021/9/28 ‒ 30 

 オンライン開催 

 https://www.sae.org/attend/pfl 

 

 

●(公社)自動車技術会 2021年秋季大会 

 開 催 日：2021/10/13 ‒ 15 

 オンライン開催 

 https://www.jsae.or.jp/2021aki/ 

 

 

●第23回スターリングサイクルシンポジウム 
 開 催 日：2021/12/4 

 オンライン開催 

 https://www.jsme.or.jp/conference/Stirling2021/ 

 

 

 

 

●第32回 内燃機関シンポジウム 
 開 催 日：2021/12/7 ‒ 9 

 群馬大学 太田キャンパスおよびオンライン 

 https://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2021.php 

 

 

●第59回 燃焼シンポジウム 
 開 催 日：2021/11/22 ‒ 24 

 オンライン開催 

 http://www.combustionsociety.jp/sympo59/ 

 

 

●第30回 微粒化シンポジウム 
 開 催 日：2021/12/16 ‒ 17 

 オンライン開催 

 https://www.ilass-japan.gr.jp/activity/sympo_index.php 

 

 

●COMODIA2022 
 開 催 日：2022/7/5 ‒ 8 

 開催場所：北海道大学（札幌市） 

 https://www.jsme.or.jp/conference/comodia2022/ 
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当ニュースレターでは，皆様からの自由な投稿を歓迎します．筆がむずむずしている方は 

     ぜひ広報委員までご連絡下さい 

https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2021/top
https://www.sae.org/attend/pfl
https://www.jsae.or.jp/2021aki/
https://www.jsme.or.jp/conference/Stirling2021/
https://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2021.php
http://www.combustionsociety.jp/sympo59/
https://www.ilass-japan.gr.jp/activity/sympo_index.php
https://www.jsme.or.jp/conference/comodia2022/
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